
別紙様式 令和６年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果　分析シート（中学校・義務教育学校後期課程）

１　自校の実技結果と全国平均との比較

握力 上体 長座 反復 シャトル 持久走 ５０ｍ 立幅 ボール

(㎏) (回) (㎝) (点) (回) (秒) (秒) (㎝) (ｍ)

全国 28.91 25.82 44.32 51.49 78.65 411.68 7.99 197.16 20.49 40.90 41.18 41.69

男 自校 29.17 27.00 45.74 52.06 77.74 7.69 201.90 21.42 40.75 38.85 43.93

比較 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○

全国 23.14 21.47 46.44 45.67 50.48 309.90 8.96 166.22 12.32 47.28 47.08 47.22

女 自校 24.08 19.76 49.77 44.62 45.00 8.64 172.00 14.72 48.74 49.16 50.08

比較 ○ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※全国平均以上の種目･･･○　　全国平均未満の種目･･･△

２　重点種目の結果についての分析

３　生徒質問紙調査の結果及び分析

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

全国 74.5

男子
全国 90.3

90.0

81.7

運動やスポーツをすることが好きな
生徒の割合

朝食を毎日食べる
生徒の割合

１週間の総運動時間が６０分以上の
生徒の割合

　男子については，ほぼ全国平均値で
あった。女子は，下回っている。
　教科体育の中で，運動する喜びが味
わえるような授業づくりを心掛けてい
きたい。

　男子は朝食を食べる割合が高く，全
国平均値を上回っている。女子は下
回っている。
　生活習慣を見直すためのカードを作
成し，朝食の大切さについて理解させ
たい。

　男子はほぼ全国平均値に近い。女子
は上回っている。
　休憩時間には，運動をする習慣をつ
けていきたい。
　教科体育で，運動例や運動の仕方を
紹介するなど，運動機会を設けるよう
に取組む。

女子
全国 78.1

自校 73.0 自校 72.0 自校 88.0
女子

全国 76.8
女子

84.0 自校

　2年生については，男女ともに全国
平均を上回ることができた。また，３
年生女子も上回ることができた。１年
生男女，３年生男子については，下
回っていた。
　教科体育や運動部で，短距離走の指
導をしてきたが，徹底されなかった。

　2年生については，男女ともに全国
平均を上回ることができた。また，３
年生女子も上回ることができた。１年
生男女，３年生男子については，下
回っていた。
　教科体育や運動部で，短距離走の指
導をしてきたが，徹底されなかった。

　全学年男女ともに全国平均を下回っ
ている。
　教科体育や運動簿の練習の中で，瞬
発力や筋力をつけるための運動を指導
していきたい。

男子
全国 90.3

男子
全国

自校 90.0 自校

５０ｍ走 ５０ｍ走 立ち幅とび

２年

呉市の重点種目
中学校区の重点種目

※義務教育学校は,自校の重点種目
自校の重点種目

※義務教育学校は,後期課程の重点種目

学校名 中19　音戸中学校
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